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⾺⽑島におけるニホンジカをはじめとした哺乳類の保全について 

−環境影響評価準備書に関わる要望− 
 

⾺⽑島のニホンジカ（以下，シカという）個体群は，⼩島嶼で⻑期にわたって存続してき
たという歴史性と島嶼に適応した様々な⽣物学的特徴を持っています．環境省レッドリス
トにはニホンジカ（Cervus nippon）の「絶滅のおそれのある地域個体群（LP）」，⿅児島県
レッドリストには「情報不⾜（地域個体群）」として掲載されている重要な個体群なので，
将来にわたって保存される必要があります． 
 この度，⾺⽑島基地（仮称）建設事業に伴う環境影響評価準備書が公表され，基地建設事
業の概要，シカをはじめとした⽣物と環境の調査結果，およびそれらの保全策の概要が明ら
かになりました．環境影響評価準備書では島⾯積の 88％に及ぶとされた事業実施地域は，
準備書によれば⼯事中で 61％，⼯事完成後の基地⾯積は 51％に縮⼩されました．その結果，
シカ個体群等を保全するための条件の⼀つが，⼗分とは⾔えないまでも⽣まれたと認識し
ています． 

この可能性を現実化する⽴場から，⾺⽑島におけるシカ個体群をはじめとした哺乳類と
その⽣息環境の保全に関する要望書を提出しますので，ご検討の上，これらの保全をすすめ
るために必要な措置を取られることを要望します． 

なお参考資料として，⽇本哺乳類学会哺乳類保護管理専⾨委員会が提出したこの事業の
環境影響評価準備書に対する意⾒書の写しを添付します． 
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⾺⽑島におけるニホンジカをはじめとした哺乳類の保全に関する要望書 
−⾺⽑島基地（仮称）建設事業に係る環境影響評価準備書に関連して− 
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 ⾺⽑島に⽣息するニホンジカ（以下，シカという）個体群をはじめとした哺乳類とその⽣
息環境の保全のため，以下のことを要望します．なお，下記要望の具体的内容，背景などに
ついては，参考資料として添付した⽇本哺乳類学会哺乳類保護管理専⾨委員会の意⾒書を
参照してください． 
 
 
１ 準備書に記載された調査結果に関して不備な点を修正し，保全を検討する資料として

充実させること． 
 シカの個体数推定などの各調査項⽬において，観察データと結論を導き出した⼿順・分析
⽅法に関して記載されていない点が多い．また，センサーカメラを⽤いた調査のデータは，
全島の密度推定と調査地点ごとのシカの利⽤頻度の分析にも活⽤できるが，それらがなさ
れていない．さらに，森林の⾷物資源量の相対的評価や，シカの⾼密度化に伴ういくつかの
環境指標の調査なども⾏われていない． 

これらは，シカ個体群とその⽣息環境の保全を検討するうえで必要な情報である．補⾜調
査や既存のデータの再分析などにより，これらの不備を修正して公表すべきである． 
 
 
２ シカ個体群保全のため，⼯事の開始から完成・供⽤開始，さらにその後の継続的管理 

に⾄るシナリオを想定し，モニタリングに基づく柔軟な施策を進めること．またそのた 
めの検討会等の体制を整備すること． 

 準備書によれば，⾺⽑島で⼯事による改変を受けずにシカが利⽤できると考えられる⼟
地⾯積は，着⼯前 817ha（全島，100％），⼯事中の改変地が最も広がった時点で 320ha（39％），
⼯事完成・供⽤開始時 402ha（49％）と変化する．このうち⼯事中の⽣息可能⾯積が約 60％
減少するときがシカ個体群存続のクリティカルなポイントとなる．この時期に，⼯事が⾏わ
れない地域にシカを多数移動させれば密度が⾼まり，植⽣に重⼤な影響が⽣じる可能性が
ある．したがって，現在⾺⽑島の全域に⽣息し，個体数 700〜1,000頭と推測されているシ
カとその⽣息環境を，⼯事期間中にどのように管理するかは重要な問題となる．また当然の



ことながら供⽤開始後は，現在よりもかなり⼩さい規模のシカ個体群を，植⽣への影響が著
しく増加しない状態で，安定的に維持することが⽬標となるだろう． 
 このようなシナリオを想定して施策を進める際には，⼯事の進展に対応した管理の⽬標
と⽅針を設定する必要がある．また，準備書でも指摘されているように，シカ個体群や環境
の変動は不確実性が⾼く予測が困難であるので，モニタリングを⾏い，その結果を分析・評
価しながら施策を調整することが求められる．これらを進めるには，モニタリング結果の評
価と施策へのアドバイスを⾏う専⾨家によるシカ保全対策検討会（仮称）等を含む体制整備
が必要だと考える．  
 
 
３ 基地建設後の⾺⽑島における永続的な⾃然環境の保全と管理は防衛省が⾏い，そのた

めの体制を整備すること． 
 準備書では事後調査期間を 3 年としているが，シカを含む⾃然環境の保全は永続的な課
題であり，恒久的なモニタリングと管理が必要であるので，基地管理の⼀環としてそのため
の体制を作って取り組むべきである．⾺⽑島は防衛省の所管地であり，島への⽴ち⼊りやそ
こで⾏う⾏為にも強い規制が加わると想定されるので，これを実施できるのは防衛省以外
にない．なお，英国および⽶国では，軍⽤地における環境保全や狩猟管理は軍の責任であり，
環境部局との協議を踏まえながら実施されている．  
 
 
 
 
 
参考資料（別添） 
・⾺⽑島基地（仮称）建設事業に係る環境影響評価準備書に対する意⾒書 
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